
運 営 要 綱 

１ 会 計 
 １-１常任運営委員会は、当該年度の予算及び前年度の決算を作成し、運営委員会及び(一社)

熊本県サッカー協会に提出する。 
 １-２収 入 
   (１)県サッカー協会予算 (２)47ＦＡ支援金 (３)日本協会補助金 (４)九州協会補助金

(５)熊本県体協補助金 (６)熊本県補助金 (７)toto 補助金 (８)その他補助金  
(９)参加料 (10)協賛金 (11)その他事業収入 (12)その他雑収入 （13）受取利息（14）
前期繰越金 (15)他事業への移出入 

 １-３支 出 
    (１)諸謝金 (２)旅費 (３)賃借料 (４)消耗品費 (５)備品 (６)印刷製本費 

(７)通信運搬費 (８)賃金 (９)会議費 (10)委託費  (11)支援金等 （12）雑役務費  

(13)その他 (14)他事業への移出入 
 
２ 選手資格 
 ２-１ （一社）熊本県サッカー協会制定の加盟チーム登録規定第９条に基づいて登録され、

規約第６条に規定された加盟団体の選手とする。 
２-２ 資格について疑義が提出されたときは、常任運営委員会で審議する。 
２-３ 外国籍選手の登録も認める。 

 
３ 登 録 
３-１前項の資格を有する選手の登録人数は、１５名以上とする。但し、外国籍選手は５名  

までのエントリーを認め、１試合３名まで出場できる。 
３-２リーグへの登録については、当連盟指定の方法にて行い、当連盟の承認を得なければ 

ならない。 
３-３移籍及び追加登録については、当該年度に定めた期日までに完了した選手とする。  

また、自チームの所属するブロックの最終戦が終了する前までに、移籍を完了させる

ものとする。但し、１種登録（社会人連盟）のチームに限る。 
３-４リーグ開催期間中の移籍及び追加登録については、当連盟で当該年度の期限を定める

事ができる。また、移籍については、当連盟の承認を得なければ以降の試合出場は、

認められない。 
３-５ユニフォームには、背番号（１～99 までとする）をつけ、正副２着を登録すること。 
３-６参加選手は、他のチームと二重登録されていないこと。選手の二重登録は認めない。  

学校のクラブに所属する選手（当該年度で２種登録の選手）の登録はできない。また、

高校生及び定時制のクラブ登録以外の選手でも試合出場は、１試合につき３名までと



する。 
３-７中学生以下の登録は、認めない。 
３-８クラブ申請チームは、１０名までのエントリーを認め、１試合３名まで出場できる。 
３-９当該年度内の九州リーグから県リーグへの移籍は、認めない。 
３-10 上位リーグ(1 部および 2 部)の参加資格を有するチームの不参加は、認めない。    

参加できない場合には、前年度当該チームに在籍した選手の出場も不可とする。 
   ※その他、別紙に定める細則に抵触しない事とする。 
 
４ 組合せ及び日程 
 ４-１運営委員会は、リーグ開始に当り組合せ及び日程を決定する。決定された日程は、原則

として変更することはできない。 
 ４-２リーグ戦の日程が、九州大会以上の上位大会の日程と重複した場合には、日程の変更を

認める。 
 
５ 審 判 
 ５-１主審（Ｒ）・１部については、当連盟より熊本県サッカー協会審判委員会へ依頼する。 
              ・２部（3 級以上)、地域リーグ（原則3 級以上）は、帯同審判にて行う。 
     副審（Ａ）・全試合帯同審判で行う。（１部の副審は、３級以上とする。） 
    第４審  ・全試合帯同審判で行う。 
 
６ 表 彰 
 ６-１下記のとおり表彰する。 
     １部 優勝                   賞 状・優勝楯 
    １部 準優勝                  賞 状・準優勝楯 
    ２部 優勝                         賞 状・優勝楯 

２部 準優勝                           賞 状・準優勝楯 
地域ブロック、チャレンジリーグの各１位     賞 状 
地域ブロック、エンジョイリーグの各 1位     賞 状 
各部、各ブロックの得点王            表 彰 

 ６-２その他、特に表彰を必要とする場合には、運営委員会で決定する。 
 
７ 義 務 
 ７-１１部の優勝チームは、九州各県サッカーリーグ決勝大会へ出場する義務を負う。 
    但し、優勝チームが諸事情により出場できない場合は、準優勝チームが出場できる。 
 
 



８ 罰 則 
８-１棄権、不成立および不戦 

     棄 権…事前に連盟および対戦当該チームに連絡を入れず、一方的に試合を放棄  

した場合。 
    不成立…試合開始予定時刻迄に最新版の選手一覧表、選手証を会場責任者へ提示でき

ない、または、試合開始予定時刻迄に出場できる選手が７名以上いない場合。 
    不 戦…当連盟が認めた正当な事由により、試合開始予定日より１０日前迄に所定の

手続きを終えた場合、または、自然災害等、その他により当連盟が正当と  

認めた場合。 
        試合中の怪我等で、出場選手が７人未満となった場合。 
        事前の届出 試合開始前 試合結果 罰則等 

棄 権 無し 会場に来ていない ０－５負 ブロック最下位 

チーム及び選手の 

次年度参加不可 

不成立 無し 書類等不備、人数不足 ０－５負 ブロック最下位 
不 戦 7日前迄         ０－５負 無し 

 
※ 棄権チームの扱いについて 

棄権をしたチームは、当年度リーグの以降の試合出場を禁止し、次年度のリーグへの参加

を認めない。 
なお、当該チームの本年度登録選手は、他チームへ移籍しても次年度のリーグへの参加を 
認めない。 

※ 不成立試合の原因チームは、当年度の順位をブロック最下位とする。また、人数不足が原

因の場合、次年度のリーグ戦では、成績の如何を問わず、上位リーグへの昇格を認めない。 
※ 以上、棄権、不成立の原因チームについては、別紙細則にて処分を定める事とする。 
※ リーグ戦終了時点で、同ブロック内に不成立試合原因チームが複数存する場合には、その

試合数の多いチームを下位とし、同数の場合には、本要綱 10-8により決定する。 
※ 地域リーグのみの特例措置 
  この特例は、２部昇格を目指さないブロックのみ例外的に適用する。 
   不成立試合において以下の要件を満たす場合には、０－５負の敗戦のみとし、ブロック  

最下位の罰則を免除する。 
１． 選手一覧表、選手証の不備の場合において当該対戦チームと予定時刻に交流試合を  

     行った場合。 
２． 出場できる選手が７名に満たない場合は、会場責任者への選手証の提示を条件に、   

所属ブロックの他チームより当該試合のみのレンタルを認める。但し、交流試合扱い

とする。 



８-２規約の不履行 
規約の不履行が生じた場合は、運営委員会の決定に従うものとする。 

  ８-３チームは試合当日、選手一覧表、選手証を持参し担当審判員へ提示する事。なお、提示

が無い選手は、試合へ出場する事ができない。 
 ８-４審判割当の不遵守 
     審判割当で有資格者以外が審判をした場合及びチーム割当の審判に遅刻（試合開始  

予定３０分前）または、放棄した場合は、運営委員会で次年度のリーグへの参加を    
検討する。 

 ８-５試合及び会場使用についてのマナー（フェアプレー）の著しく悪いチームについては、

運営委員会で次年度のリーグへの参加を検討する。 
 
９ プログラム 
 ９-１プログラムは、当連盟で作成する。 
 ９-２プログラムは、各チームへ割当て部数を配布する。 
 ９-３プログラムの編集は、常任運営委員会にて行う。 
10 競技規則・及び方法 
 10-１当該年度日本サッカー協会の競技規則に準ずる。 
 10-２選手交代 

(１)１部は、事前に交代要員７名を主審に通告し、前後半を問わず５名まで交代できる。 
(２)２部は、事前に交代要員９名を主審に通告し、前後半を問わず６ 
名まで交代できる。 
(３)地域チャレンジリーグは、主審への事前の交代要員通告人数は制限しないが、試合中

の交代は５名までとし、ハーフタイム時は、制限しない。 
   (４)地域エンジョイリーグは、主審への交代要員通告人数は制限しないが、試合中の交代

回数は、前後半通じて４回までとする。但し交代人数に制限は無い。また、リエント

リー(再出場)を認めるものとする。 
 10-３退場及び警告 
    日本サッカー協会の競技規則に準ずる。 

・ 退場－退場を命じられた選手及び退席を命じられた役員は、次節１試合の出場及び

ベンチ入りを自動的に停止し、その後の処置については、当連盟常任運営委員会  

(規律フェアプレー委員会)または、熊本県サッカー協会規律フェアプレー委員会で

裁定する。 
・ 警告－同一試合で２回目の警告を受けた選手は、退場となり次節１試合を出場停止

とする。また、リーグ開催期間中に１試合で警告１回後の試合で警告１回を受け、

累積２回となった選手は、次節１試合を出場停止とする。また、累積４回で２試合

の出場停止とする。 



   
10-４試合球 

       試合球は、連盟で用意する。 
 10-５形式及び成立 
    各部とも原則１回総当り方式にて行う。ただし、運営その他に不都合が生じる場合は、

運営委員会にて変更を認める。 
     試合成立選手数は、７名以上とする。 
 10-６試合時間 
       １部は９０分、２部は８０分、地域リーグは６０分間の試合を行い、延長戦は行わな

い。ハーフタイムは１部、２部を１０分以内とし、地域を５分以内とする。 
    １部については、規定の時間以内に勝敗を決する事ができなかった場合、ＰＫ方式に

より勝敗を決定する。 
 
 10-７勝 点 
    勝利：３点、引き分け：１点、敗戦：０点 
    １部については、９０分以内に勝敗を決した場合、勝利：３点、敗戦：０点、ＰＫ方

式により勝敗を決した場合、勝利：２点、敗戦：１点、とする。 
 
 10-８順位の決定 
    全日程が終了した時点で、勝点の多いチームを上位とし、順位を決定する。ただし、

勝点が同じ場合には、 
（１） 得失点差の多いチーム 
（２） 総得点の多いチーム 
（３） 当該チーム間の対戦成績で勝点が多いチーム 
（４） 抽選または、順位決定戦 
の順位により順位を決定する。 
抽選または、順位決定戦の実施は運営委員会が必要と判断した場合にのみ実施され、

その他の場合は同順位とする。 
 
11 各部の入替 
   各部の入替は、以下の要領により行う。 
 11-１（１）１部の８位、９位のチームは、２部へ自動降格とする。 
    （２）２部Ａ・Bブロック１位は１部へ自動昇格とする。  

２部 A・B ブロックの９位のチ－ムはチャレンジリ－グへ、自動降格とする。 

（３）チャレンジリーグ各ブロック上位チ－ムによるトーナメント戦を行い。 
        上位2チ－ムが2 部に自動昇格とする。 



     ※九州リーグへの昇格及び降格チームがある場合には、運営委員会にて協議の上 
      決定する。 
       その他別紙定める細則にて定めることとする。 
  

11-２その他 
諸問題は、運営委員会にて決定する。 

 
12 試合運営 
  試合の運営に当たっては、当日の会場責任者のもとに行う。 
 12-１会場の準備(フィールドの設営他)は、第１試合目の両チームが当り、試合開始予定時刻

３０分前までに完了しておくこと。 
    会場の片付けは、最終試合の両チームが当たるものとする。 
 12-２試合開始予定時刻３０分前までに、所定の選手一覧表に記入し、会場責任者へ１部提

出する。 
 12-３各チームの帯同審判員は、割り当てられた試合開始予定時刻３０分前までに、会場責

任者へ審判証、最新版の選手一覧表を提示し、有資格者の確認を受ける。 
 
13 その他 

主催者は、選手の競技中の負傷、疾病等には、一切責任を負わない。 
尚、参加者は健康保険を持参し、スポ-ツ保険に加入していること。 


